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歴史時代の津波の高さを推定するには，歴史資料に書かれた記述，とくに具体的に高さのわかる記述をもとに現地で測
定するのが一般的である．一方で記述の中には流失などの被害を受けた家屋の戸数のみが記されている場合がある．こ
の場合，ある程度の高さの津波が浸水したことは確かであるが，その情報から津波高さを簡単には推定できない．推定
するには津波の高さと被害率とを結びつける，津波被害関数（たとえば，Koshimura et al., 2009, JDR）を利用することが
有効と考えられる．しかしながら津波被害関数は基本的には近年発生した津波が対象とされている．現代と江戸時代と
では家屋の強度に違いがあると考えられるので，江戸時代における津波の高さと家屋の被害率との関係を構築すること
が望ましい．そこで本研究では 1854年安政南海地震津波による被害数を整理し，算出される被害率と津波高さとの関係
を調べた．利用した史料は『新収日本地震史料第 5巻別巻 5』に掲載された『嘉永甲寅年大地震筆記　徳永達助記録』で
ある．ここには流失や全潰，および大破などの被害を受けた家屋の数が記載されている．そこでこの被害数から Hatori
（1964, BERI）を参考に被害率（［流失家屋数＋全潰家屋数＋半潰家屋数∗0.5＋大破小破家屋数∗0.5］/［全家屋数］）を
算出した．各集落の全家屋数は本史料に記載されていないため，寛保郷帳に記された家屋数を利用した．つぎに，被害
率が算出された集落（高知県西部の沿岸集落，中土佐町～土佐市の一部）について津波高さを既存文献（たとえば都司・
他, 1994,歴史地震）をもとに整理し，被害率と対応づけた．この結果，津波の高さが 2 mの場合は被害率が 0であった
が，5 mを越えると被害率は急激に上昇し 0.8を越す傾向がみられた．
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